
(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

計

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

教授

平成31年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

藤田陽子 所　　属

領
域

島嶼地域科学研究所 職　　名名　　前

0.25
①専門分野の研究に従事し，論文を執筆・投稿する。
②Japan Studies Association Australia（7月）にて研究発表を行う。
③令和2年度科研費の申請を行う。

業務
ウェイト比
（予定）

平成31年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

①次の科目についてシラバスに従って授業を実施し、終了時には授業評価
アンケート（対象科目のみ）を実施する。
学部：環境経済学（昼間主・夜間主）、島嶼社会経済入門（代表担当者）、総
合環境学概論（オムニバス、1コマ分）、島嶼地域科学入門（オムニバス、1コ
マ分）
博士前期課程（経済システム領域）：環境経済学特論・環境経済学演習・総
合社会システム特別演習（政策評価実践コース、チームティーチング）博士
前期課程（島嶼研究領域）：島嶼経済特論・島嶼経済実践演習
博士後期課程：島嶼環境経済特論、島嶼環境経済演習、比較地域文化総
合演習Ⅰ・Ⅱ（チームティーチング）
②博士論文の副査として論文審査にあたる。
③博士後期課程比較地域文化専攻において教務委員を務める。
④学生・院生から進路や就学に関する相談を受けた場合は適切に対応す
る。

0.20

平成31年度　年度末自己点検結果

①島嶼地域科学研究所長として、同所の管理運営を統括・遂行する。
②研究所の全国共同利用・共同研究拠点化に向けた事業を推進する。
③学内委員会等委員（研究推進会議，全学情報システム運用委員会，全学
情報システム技術専門委員会，等）を務める。

業務
ウェイト比
（実績）

0.50

0.20

0.05

①左記科目について，シラバスに従い講義を行った。（大学院は総合社会システム
特別演習，比較地域文化総合演習のみ。）
②副査として，博士論文1編の審査を行った。
③博士後期課程比較地域文化専攻において教務委員を務めた。
④国費留学生1名を研究生として受け入れ，指導教員として博士前期課程入試の
受験に向けて学習指導を行った。

①"Regional Science for Small Islands-Construction of a New Approach to Island
Studies"をOkinawan Journal of Island Studies (vol.1) に寄稿した。
②JSAAにて"Economic Development Paths and Goals for Small Islands: The Case
of Okinawa"というタイトルで口頭発表を行った。
③基盤研究（A)の再申請を予定していたが，研究計画の再検討が間に合わず申請
に至らなかった。
④琉球大学後援財団「教育研究奨励事業　国際共同研究（渡航型）」に申請・採択
された。また，「女性研究者支援経費（グループ）」に申請・採択された。
⑤教育研究活動（取組）機能強化費による「島嶼地域科学の分野横断型研究展開
による国際的共同研究拠点形成」プロジェクトにおいて，防災研究ユニットリーダー
を務め，月例勉強会や不定期のセミナー等に参加した。

①学外における各種審議会・委員会等の委員就任依頼等に対し、専門家と
しての知識を社会に還元する必要があれば可能な限り応じる。
②日本島嶼学会宮古島大会（10月開催）の実行委員長として，同大会の開
催準備・運営を統括する。

0.20

0.55

0.00

管
理
運
営

①所長として，研究所の管理・運営（研究所会議，専任教員ミーティング，採用・配
置換え人事，教員評価基準の制定，施設・職場環境管理，予算管理，研究企画，
等々）を統括・遂行した。
②公募型共同利用・共同研究事業を中心に，拠点化に向けた取組を推進した。
③研究推進会議構成員の他，複数の学内委員会等委員の任務を遂行した。

①沖縄県振興審議会総合部会専門委員，宮古島市都市計画マスタープラン検討
委員会委員を務めた。
②日本島嶼学会宮古島大会実行委員長として，同大会の準備・開催・運営を統括
した。

社
会
貢
献

0.05

1.00 1.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成31年5月以降に学内外へ公表されます。

計

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

教授

平成3１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

狩俣　繁久 所　　属

領
域

島嶼地域科学研究所 職　　名名　　前

0.40

(1)基盤研究(S)「言語系統樹を用いた琉球語の比較歴史言語学的研究の
代表者として研究全体を統括するとともに、琉球語の研究を実施する。
(2)新学術領域「ヤポネシアゲノム：の計画班ＢＯ２班の研究分担者として日
琉祖語の解明のための研究に従事する。
(3)科研費基盤(Ｂ)「八丈語の保存・継承の研究ための総合研究」（代表者：
金田章宏千葉大学教授）の分担者として研究を遂行する。
(4)学長リーダーシップ研究プロジェクトの一つ「琉球諸語における”動的”言
語系統樹システムの構築」の研究を推進する。
(5)文化庁委託「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した
実地調査研究」にの代表者として研究を統括するとともに伊平屋島方言と
国頭村奥方言の研究を行なう。
(6)国立国語研究所の委託研究「沖縄における消滅危機言語・方言の調査・
保存に関する研究」を実施する。
(7)国立国語研究所プロジェクト「とりたて表現の対照研究」に参加し沖縄方
言のとりたて研究を遂行する。
(8)国際沖縄研究所国際琉球沖縄論集に投稿する。
(9)法政大学沖縄文化研究所紀要『琉球の方言』44号に投稿する。
(10)『琉球アジア文化論集』６号に投稿する。
(11)沖縄言語研究センターの公開研究会で発表する。
(12)国立国語研究所の共同研究プロジェクト研究発表会で発表する。

業務
ウェイト比
（予定）

平成31年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

(1)前期４クラス、後期４クラスの人文社会科学研究科国際言語文化専攻
（前期課程）と比較地域文化専攻（後期課程）の講義を担当する。
(2)修士論文、博士論文の執筆を指導する。

0.25

平成31年度　年度末自己点検結果

島嶼地域科学研究所の研究活動、運営に携わる。

業務
ウェイト比
（実績）

0.25

0.40

0.10

(1)前期４クラス、後期４クラスの人文社会科学研究科国際言語文化専攻（前期課
程）と比較地域文化専攻（後期課程）の講義を担当した。
（２）修士論文、博士論文の執筆を指導した。

(1)基盤研究(S)「言語系統樹を用いた琉球語の比較歴史言語学的研究の代表者と
して研究全体を統括するとともに、琉球語の研究を実施した。
(2)新学術領域「ヤポネシアゲノム：の計画班ＢＯ２班の研究分担者として日琉祖語
の解明のための研究に従事した。
(3)科研費基盤(Ｂ)「八丈語の保存・継承の研究ための総合研究」（代表者：金田章
宏千葉大学教授）の分担者として研究を遂行した。
(4)学長リーダーシップ研究プロジェクトの一つ「琉球諸語における”動的”言語系統
樹システムの構築」の代表者として研究を推進した。
(5)文化庁委託「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調
査研究」にの代表者として研究を統括するとともに伊平屋島方言と国頭村奥方言
の研究を行なった。
(6)国立国語研究所の委託研究「沖縄における消滅危機言語・方言の調査・保存に
関する研究」の代表者としてを実施した。
(7)国立国語研究所プロジェクト「とりたて表現の対照研究」に参加し沖縄方言のと
りたて研究を遂行した。
(8)沖縄国際大学南島文化研究所の紀要に論文を投稿し掲載が決まった。
(9)法政大学沖縄文化研究所紀要『琉球の方言』44号に投稿し掲載が決まった。
(10)『琉球アジア文化論集』６号に投稿し掲載された。
(11)沖縄言語研究センターの公開研究会およびシンポジウムで発表した。
(12)国立国語研究所の共同研究プロジェクト研究発表会で発表する。
(13)島嶼地域科学研究所と人文社会学部琉球アジア文化学科と共催で言語学特
別セミナーを開催した。

(2)国立国語研究所の危機方言研究委員を務める。
(3)日本言語学会（全国組織）運営委員を務める。
(4)日本方言研究会（全国組織）の学会誌編集委員を務める。
(5)沖縄言語研究センター研究運委員長を務める。
(6))新沖縄県史言語編の編集委員長として2023年発刊に向けた編集作業
を実施する。
(7)恩納村教育委員会編『恩納村の方言』の編集委員長を務める。
(8)恩納村教育委員会編『恩納村の方言』の編集委員長を務める。
(9)しまくとぅばの普及のボランティア団体「シマクトゥバプロジェクト」の議長を
務め企画運営に携わる。
(10)文化庁、沖縄県、琉球大学共催の「危機的な状況にある言語・方言サ
ミット（宮古島大会）のシンポジウムに参加する。

0.25

0.25

0.00

管
理
運
営

島嶼地域科学研究所の研究活動、運営に携わった。

(１)国立国語研究所の客員教授として研究に携わった。
(2)国立国語研究所の危機方言研究委員を務めた。
(3)日本言語学会（全国組織）運営委員を務めた。
(4)日本方言研究会（全国組織）の学会誌編集委員を務める。
(5)沖縄言語研究センターの役員改選のための役職変更に伴い、研究代表を務め
た。
(6))新沖縄県史言語編の編集委員長として2023年発刊に向けた編集作業を実施し
た。
(7)恩納村教育委員会編『恩納村の方言』の編集委員長を務めた。
(8)恩納村教育委員会編『恩納村の方言』のための臨地調査を週１回のぺーズで
行った。
(9)しまくとぅばの普及のボランティア団体「シマクトゥバプロジェクト」の議長を務め
企画運営に携わり、宮古方言継承のための講座の講師を８回務めた。
(10)文化庁、鹿児島県、名瀬市共催の「危機的な状況にある言語・方言サミット（名
瀬市大会）のシンポジウムに参加した。

社
会
貢
献

0.10

1.00 1.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □

教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

我部政明 所　　属

領
域

島嶼地域科学研究所 職　　名名　　前

0.45

米トランプ政権のアジア太平洋政策に関する科研費が、平成29年度に採択
され、平成31年度まで継続する。研究企画に沿った作業を行う。また、島嶼
地域科学研究所の拠点化事業「国際的共同研究および拠点」プロジェクトに
参加し、研究報告を行い、成果を刊行する。さらに、日米関係についての研
究を進める。

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

学部教育においては、ゼミを開講し、3年次の専門教育を充実させ、4年次
の卒業研究を指導する。大学院教育においては、博士後期課程の指導学
生に対し、学位論文作成を指導する。

0.20

平成３１年度　年度末自己点検結果

島嶼地域科学研究所の専任教員として、当研究所の管理運営に寄与する。

業務
ウェイト比
（実績）

0.10

0.45

0.25

学部教育において３年次・４年次のゼミを担当し、卒論７名合格を出した。大学院に
おいては、指導学生を博士号取得者へと指導した。目標を十二分に達成した。

米トランプ政権に関する科研費による研究計画を完了した。成果を論文として発表
した。成果報告書を完成して、提出を予定しています。また、『国際関係の争点』
（宮脇昇編、志学社）に論文を寄稿した。目標を超える成果である。

昨年度に公開した外務省沖縄関係文書のデータベースの一層の充実を図
る。島嶼地域科学研究所の宮里政玄基金を活用して、研究成果を一般市民
への公開に努める。また、今日の国際情勢や国内政治についての言論活
動を行う。

0.20

0.00

管
理
運
営

当研究所の管理運営に従事した。特に、新規の教員採用に関わり、定員純増１名
を実現した。目標以上の成果を達成した。

外務省沖縄関係文書のデータベースに２０１９年度に公開された文書を追加して、
その充実を図った。くわえて、米政府公文書データベースを開設して、重要文書を
ネット上で無料でアクセスできるにした。２０１９年５月に開催したシンポジウムでの
議論を基にして、２０２０年３月にその研究成果を岩波書店より刊行する。目標を超
える成果である。

社
会
貢
献

0.25

計 1.00 1.00

　 0.00

0.10

学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

計

□ □ 学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

1.00 1.00

　 0.00

0.60

0.00

管
理
運
営

①　島嶼地域科学研究所ウェブサイト及び公式フェイスブックの更新およびサイト
内情報の検索容易性を高める作業（研究活動情報のデジタルテキスト化等）を継
続的に実施している。
②　ハワイ大学マノア校ハミルトン図書館の担当部署の協力を得ながら、「南洋群
島関係資料」の全容把握を行ったうえで、資料の詳細情報にアクセス可能なデー
タベース構築を進めている（年度内に暫定リストを公開予定）。
③　昨年度新設した「沖縄関係外交史料館資料データベース」について、今年度
分資料を追加するための作業を進めている。また、関連する国内・海外の外交資
料をpdfで公開する「沖縄関係外交史料コレクション」も随時更新している。
④　全学情報システム技術専門委員会（9月17日）に参加し、研究所におけるサイ
バーセキュリティ対策について検討を行った。

・日本サンゴ礁学会代議員及びサンゴ礁保全学術委員、教育・普及啓発委
員、和文誌編集委員として学会活動に貢献した。
・沖縄県サンゴ礁保全推進協議会の監査役（平成30年7月から）として社会
活動に貢献した。

社
会
貢
献

0.05

平成３１年度　年度末自己点検結果

①島嶼地域科学研究所公式ウェブサイトの運営管理を行う。
②島嶼地域科学に関する研究資源データベースの拡充を図る。
③既存の研究資源データベースの利活用を促進するコンテンツの作
成、研究所ウェブサイト全体のいっそうの充実化と活発な更新を行
う。
④全学情報システム技術専門委員会を務める。

業務
ウェイト比
（実績）

0.60

0.35

0.05

（該当なし）

①-1　日本サンゴ礁学会第22回大会において、テーマセッション「フィールドベース
のサンゴ礁研究」の共同オーガナイザ―を担当するとともに、以下の題目で口頭
発表を行った。
佐藤崇範「サンゴ礁研究におけるフィールドワークの記録・資料とその活用」
①-2　沖縄生物学会第56回大会において、以下の題目で口頭発表を行った。
佐藤崇範「『川口四郎関係資料』からみた琉球列島におけるサンゴ研究：研究者
アーカイブズの活用可能性と課題」
②-1　令和2年度科研費に、以下の研究課題名で研究代表者として申請を行っ
た。
「自然史系博物館における「研究資料」の利活用促進に向けたアーカイブズ学的
研究」（基盤研究（C））
②-2　科研費以外の外部資金として、2019年度公益信託　宇流麻学術研究助成
基金に以下の研究課題名で研究代表者として申請を行い、採択された。
「日本における戦前のサンゴ礁研究についてのアーカイブズ学的研究」
③-1　「日本サンゴ礁学会誌」21巻1号の「解説」に以下の報告が掲載された。
佐藤崇範・中井達郎・谷口洋基・渡邊剛・中地シュウ「テーマセッション報告　地域
社会とサンゴ・サンゴ礁をつなぐ研究者の役割：その可能性と課題」
③-2　「地方史研究」398号の「動向」に以下のタイトルの報告が掲載された。
「全国歴史資料保存利用機関連絡協議会全国（沖縄）大会参加記」
③-3　「島嶼地域科学」第1号に、「資料」の区分で以下のタイトルの論文を投稿し
た。
「ハワイ大学マノア校ハミルトン図書館所蔵の「南洋群島関係資料」について」
④　年度内に研究データ管理に関する勉強会を実施することができなかったが、
学外で開催された以下のシンポジウム等への参加を通して知見を深め、研究プロ
ジェクトへの適用について議論すると共に、学内関係者との意見交換を進めた。
「危機に瀕する学術情報の現状とその将来 Part 2」（2019年4月19日）
「Japan Open Science Summit 2019」（2019年5月27日、28日）
「第3 回 SPARC Japan セミナー 2019　実践　研究データ管理」（2020年2月7日）

学外における学会・協議会等の委員就任依頼等に対し、専門家とし
ての知識を社会に還元する必要があれば可能な限り応じる。

0.00

0.35

①日本サンゴ礁学会（11月頃）ほかの学会・研究会にて研究発表を
行う。
②平成32年度科研費の申請を行う。
③学会誌等への学術論文執筆のための準備を進める。
④研究所の学術資源データベースの充実を図るため、研究データ管
理（RDM）に関する勉強会を実施する。
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平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
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援

研
究

（該当なし）0.00

特命助教

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）
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島嶼地域科学研究所 職　　名名　　前


